
SL-GMS ユーザ事例

Web 配信型下水道水位監視システム

富士電機システムズ株式会社 様 ご開発

■はじめに

富士電機システムズ株式会社様は、社会・産業の
インフラ構築のエキスパートとして、お客様のご要
望に応え「ソリューション／サービス」を提供され
ています。同社では、これまで水処理分野などで、
計装技術に情報技術を融合した情報・制御システム
の企画、設計・開発の多くを手掛けてこられました。
そして、昨今の市場要求に応えて開発された同社の
Web 配信型下水道水位監視システムで、SL-GMS
J/Developer 製品が採用されています。

■システムの概要

本システムは、集中豪雨による浸水被害に備え、
下水道管渠内の水位を、光ファイバー水位計より収
集し、リアルタイムに各端末に Web 配信する目的で
開発されたものです。サーバ集中管理型の Web 配信
システムであるため、保守性が高く、また容易に監
視拠点を増やすことが可能になっています。そして、
リアルタイムな情報の画面表示は Java で実現されて
おり、グラフィックな水位の監視で、SL -GMS
J/Developer が採用されています。

■情報画面の構成

本システムでは、サーバ集中監視によるリアルタ
イムな情報の画面表示に Java を採用し、系統図（全
体、詳細、マルチ）表示、イベント履歴表示、水位
トレンド・グラフ表示、日報・月報出力などによって、
自動検知データ記録による水位変化をわかりやすく
表現しています。特に、各ポイントにおける下水道
管渠内の水位をグラフィックな断面図でリアルタイ
ムに表現し、動的なトレンド・グラフを表示する画
面では、SL-GMS J/Developer の柔軟な塗りつぶし機
能が活用されています。

 水道管の断面図は各ポイントでその形状がすべて異
なり、さまざまです。一つの動的属性を持った断面図
を SL-GMS Draw エディタで対話的に作成し、インス
タンスして形状を変更するだけで、各ポイントで異な
る断面図を次々と作成できます。後は、SL-GMSDraw 
エディタがコンパクトで高速な Java アプレット・コー
ドを生成してくれるため、開発・保守面における大幅
な工数削減で貢献しました。

■おわりに

本システムでは、サーバ集中監視によるリアルタイ
ムな情報今後の展開として、本システムはインターネ
ット上での配信対応に備えたセキュリティ機能の強化、
他の情報システムのとのデータ連携対応などが計画さ
れています。また、リアルタイムな情報のグラフィッ
ク表示で、開発・保守面での生産性向上を実現できる
SL-GMS J/Developer の応用範囲をさらに拡げ、より複
雑な画面をコンパクトな Java アプレットとして拡張し
ていく予定です。

下水道管渠内の水位とそのトレンド・グラフを表示する、
SL- GMS J/ Developer 画面
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